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青
年

今
日
は
質
問
が
あ
っ
て

参
り
ま
し
た
。
今
更
聴
け
な
い

話
し
で
す
が
、
生
長
の
家
は
な

ぜ
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
す
か
？

古
老

ど
の
辺
が
？
か
な
。

青
年

生
長
の
家
は
宗
教
団
体

で
す
か
ら
心
の
問
題
を
取
扱
う

の
が
本
業
で
は
な
い
で
す
か
？

古
老

心
の
問
題
と
は
何
か
？

青
年

神
の
子
の
自
覚
を
持
て

ば
、
病
気
も
治
る
し
人
生
も
好

転
す
る
。
「
現
象
は
心
の
影
」

と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
老

し
か
し
な
、
〝
現
象
〟

に
は
、
自
分
の
肉
体
だ
け
で
な

く
、
形
に
表
れ
た
事
柄
が
す
べ

て
含
ま
れ
る
。
し
か
も
「
環
境

は
心
の
影
」
と
も
云
わ
れ
て
お

る
。
地
球
環
境
は
心
の
影
で
は

な
い
の
か
な
。

青
年

心
の
問
題
で
は
な
く
、

温
暖
化
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
削
減
す
る
技
術
的
な
問
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

古
老

で
は
聞
く
が
、
環
境
問

題
が
喫
緊
の
課
題
と
言
わ
れ
な

が
ら
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
は

な
ぜ
増
え
続
け
て
い
る
の
か
？

青
年

そ
れ
は
、
世
界
の
経
済

活
動
が
活
発
で
排
出
が
増
加
し

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
す
か
。

古
老

で
は
、
そ
の
経
済
活
動

は
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
？

青
年

需
要
が
あ
る
か
ら
生
産

が
増
え
る
。

古
老

そ
う
じ
ゃ
。
そ
の
需
要

を
起
こ
す
も
の
が
人
間
の
心
な

ん
じ
ゃ
。
森
林
の
破
壊
や
、
石

油
の
消
費
、
物
品
の
大
量
生
産
、

大
量
消
費
、
こ
れ
ら
は
、
自
動

的
に
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
。

人
間
の
心
が
欲
望
や
信
念
と
い

う
目
に
見
え
な
い
心
の
力
に
よ
っ

て
需
要
が
喚
起
さ
れ
る
。

青
年

す
る
と
、
環
境
問
題
も

心
の
問
題
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

古
老

そ
の
通
り
じ
ゃ
。
環
境

問
題
は
、
人
間
中
心
、
欲
望
優

先
の
〝
人
類
の
心
の
影
〟
と
も

い
え
る
。
だ
か
ら
生
長
の
家
で

は
、
「
天
地
の
万
物
に
感
謝
せ

よ
」
と
い
う
教
え
に
基
づ
い
て
、

自
然
を
破
壊
せ
ず
、
自
然
と
共

に
伸
び
る
生
き
方
を
開
発
し
、

広
め
て
き
て
い
る
の
じ
ゃ
よ
。

青
年

環
境
問
題
に
取
り
組
む

の
は
生
長
の
家
だ
け
で
は
？

古
老

ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、

生
長
の
家
を
ト
ッ
プ
に
、
立
正

佼
成
会
、
真
宗
大
谷
派
、
創
価

学
会
、
天
台
宗
な
ど
で
も
取
り

組
ま
れ
て
い
る
よ
う
じ
ゃ
。
環

境
問
題
は
宗
教
と
は
関
係
な
い

と
い
う
意
識
は
も
は
や
時
代
遅

れ
で
あ
る
ぞ
。
（
つ
づ
く
）
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な
ぜ
環
境
問
題
に
取
り
組
む
の
か

剹

古
老
と
青
年
の
問
答

剹

教
化
部
長

山
岡

睦
治

あなたの愛で

自然を守ろう

大自然の恩恵に

感謝しましょう

祝日には

国旗を掲げて

奉祝しましょう！

紙
媒
体
の
『
し
ら
か
ば
』
二
月
号
に
は
、
本
枠

内
に
総
裁
・
谷
口
雅
宣
先
生
の
新
刊
書
『
二
百
字

日
記
２
』
よ
り
２
月
24
日
の
日
記
文
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
際
本
部
か
ら
の
著
作
権

に
関
す
る
指
導
に
よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
媒
体
で
の
先
生

の
ご
文
章
の
掲
載
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
月
の
ハ
ー
ブ
カ
フ
ェ
、
ラ
ジ

オ
風
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
日

程
は
四
頁
を
ご
参
照
下
さ
い
。
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近
年
、
世
界
で
大
規
模
な
森

林
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
一
月
八
日
に
発
生
し
た

山
梨
県
の
森
林
火
災
も
、
一
月

二
十
日
現
在
、
鎮
火
に
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
二
〇
二
四

年
三
月
か
ら
二
〇
二
五
年
二
月

に
か
け
て
、
世
界
で
お
き
た
大

規
模
な
森
林
火
災
で
は
、
少
な

く
と
も
三
七
〇
万
㎢
に
お
よ
ぶ

面
積
が
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
、

イ
ン
ド
の
国
土
面
積
を
上
回
り

ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る

地
表
の
乾
燥
が
、
発
火
と
延
焼

を
加
速
さ
せ
て
い
る
と
専
門
家

は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
森
林
火
災
に
よ
り
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
は
増
え
、
温
暖

化
は
加
速
し
て
い
ま
す
。

深
刻
な
地
球
温
暖
化
で
す
が
、

何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

信
仰
者
と
し
て
神
の
子
無
限
力

を
教
え
ら
れ
て
い
る
私
は
、
出

来
る
こ
と
を
し
よ
う
と
決
め
ま

し
た
。
そ
し
て
家
庭
で
の
節
電

に
取
り
組
ん
で
六
年
が
経
ち
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
生
活
か
ら

出
る
二
酸
化
炭
素
量
と
、
電
気

代
が
減
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
災
害
時
に
も
役
に

立
つ
節
電
、
冷
蔵
庫
の
使
い
方

を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
冷
蔵
室
は
、
食
べ
物
を
詰

め
込
み
す
ぎ
な
い
。
ス
カ
ス

カ
状
態
に
す
る
。

詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
冷
や
す

た
め
に
電
力
が
余
計
に
か
か
る

か
ら
で
す
。
で
き
れ
ば
冷
蔵
室

内
の
吹
き
出
し
口
に
も
の
を
置

か
な
い
こ
と
。
食
べ
物
を
中
央

に
置
け
ば
冷
気
が
室
内
を
循
環

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

二
、
冷
凍
室
は
、
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ

ウ
に
つ
め
る
。

凍
っ
た
も
の
で
満
た
せ
ば
極

力
電
力
を
使
わ
ず
に
保
冷
さ
れ

る
か
ら
で
す
。
も
し
、
停
電
が

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
冷

凍
室
を
凍
っ
た
も
の
で
満
た
し

て
い
た
ら
四
十
八
時
間
、
凍
っ

た
状
態
で
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水

を
七
割
ほ
ど
入
れ
凍
ら
せ
て
お

け
ば
猛
暑
時
の
停
電
中
に
熱
中

症
対
策
と
し
て
、
直
接
身
体
を

冷
や
す
こ
と
も
出
来
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
実
践
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

森
林
火
災
と
節
電

白
鳩
会
松
本
地
区
連

山
岡

聡
子

白鳩会

生
長
の
家
立
教
九
十
七
年
春
季
記
念
日

生
長
の
家
総
裁
法
燈
継
承
記
念
式
典

尚
、
10
時
～
映
像
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
す
。

10
時
開
式
・
主
な
内
容

「
『
生
長
の
家
』
出
現
の
精
神
と
そ
の
事
業
」
奉
読

生
長
の
家
白
鳩
会
総
裁

谷
口
純
子
先
生

祝
辞

国
内
信
徒
代
表
、
海
外
信
徒
代
表

「
私
の
体
験
」
発
表

お
言
葉

生
長
の
家
総
裁

谷
口
雅
宣
先
生

建国記念の日祝賀式
◆日時：

◆会場：生長の家長野県教化部

☆昼食を用意します☆

◆奉納金：1,000円以上

※詳細はライン等で別途お知らせします

２月１１日（水・祝）
11時～開式

久
々
の
沢
庵
漬
け
や
胸

弾
む

隣
家
の
屋
根
皓
々
と
冬

の
月

倭

立
春
と
き
け
ば
明
る
さ

胸
に
満
ち

如
月
の
庭
木
に
鳥
の
羽

や
す
め

洋
子

は
ず
み
た
り
認
知
の
兄

と
年
始
か
な

フ
ロ
ン
ト
の
霜
の
模
様

や
天
想
う

連
山

※
随
時
、
皆
様
か
ら
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

投
稿
は
編
集
部
宛)
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令
和
八
年
（
二
〇
二
六
年
）

教
化
部
鏡
餅
ご
奉
納
御
礼

本
年
も
皆
様
か
ら
の
鏡
餅
ご
奉
納
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
教
化
部
鏡
餅
を
ご
奉
納
下
さ
っ
た
方
々
の

お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
※
日
付
順
・
敬
称
略
に
て
掲
載
）

北
沢

秀
子

長
谷
尾
美
眞
貴

小
松

一
教

小
口

壽
子

山
下

俊
幸

塚
原

静
子

手
塚

真
弓

手
塚

千
治

平
谷
美
佐
子

塚
原

春
奈

小
田

節
子

村
田

雪
子

宮
原

重
美

宮
島

靖
夫

富
井
ま
り
子

丸
山

春
江

本
山

茂
子

鈴
木

厚
子

渡
邉

正
明

竹
内
し
げ
み

竹
内

本
子

富
井
と
し
子

豊
田

弘
美

小
泉

房
子

岸
川

和
江

中
村

由
美

木
下

倭
子

木
下

欽
也

中
村

栄
子

小
林
智
恵
子

折
橋

操
子

白
井

貴
子

田
中

弥
生

折
橋

政
市

清
水

功
三

小
澤

俊
治

塚
原

好
男

小
林

徳
子

栗
林

邦
子

岡
沢

和
子

石
井
希
世
子

和
田

栄
子

近
藤
み
ど
り

佐
藤

節
子

南

延
子

小
林

正
幸

小
野

寛
煕

清
水

昭
子

西
川
大
東
子

松
井
淳
一
郎

小
林

博
美

小
林

直
恵

平
島
か
づ
枝

石
田
美
耶
子

斎
藤

洋
子

酒
井
美
保
子

下
田

礼
子

北
原
よ
志
子

鎌

絹
代

西

信
枝

猪
俣

知
子

大
和
千
恵
子

手
塚
香
お
る

宮
澤

宣
子

倉
田
す
み
ゑ

中
村
き
く
み

小
池

雅
子

山
岡

睦
治

山
岡

聡
子

大
原

綾
子

斎
藤

一
生

小
松

智
子

小
松

雅
子

奥
原

愛
美

牧
内

陽
子

竹
折

修
一

大
日
向
英
子

小
泉

堅
基

齊
藤

健
一

久
保
て
る
子

須
江

典
子

北
原

理
惠

（
敬
称
略
）

教
化
部
奉
納
品

あ

ん

こ

山
岡

聡
子

あ

ん

こ

長
谷
尾
美
眞
貴

お

菓

子

栗
林

邦
子

り

ん

ご

塚
原

好
男

ピ

ザ

塚
原

春
奈

お

菓

子

猪
俣
マ
リ
ア

お

菓

子

大
日
方
好
子

お

茶

葉

斉
藤

洋
子

（
敬
称
略
）

一
月
度
先
祖
供
養
祭
お
供
物
料

山
岡

睦
治

平
谷
美
佐
子

栗
林

邦
子

本
山

茂
子

小
泉

房
子

小
松

智
子

折
橋

政
市

丸
山

仁
子

大
和
千
恵
子

（
敬
称
略
）

奉

納

御

礼

◇
ご
奉
納
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

穏
や
か
な
る
元
朝
迎
へ
雪
被
く

八
ヶ
嶺
よ
り
の
初
日
拝
む牛

山
よ
し
み

穏
や
か
な
年
頭
の
如
こ
の
地
球
に

ほ

し

戦
な
き
世
を
ひ
た
す
ら
祈
る

牛
山
よ
し
み

如
月
の
雪
に
つ
つ
ま
る
庭
先
の

椿
し
ず
か
に
春
を
い
だ
き
て

斉
藤

洋
子

如
月
を
迎
え
し
庭
の
梅
の
枝
に
え

素
生
え
の
あ
り
て
生
命
あ
ら
た

す

ば

い

の

ち

斉
藤

洋
子

※
随
時
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

編
集
部)
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見真会の主な内容（予定）

ほか

※詳細はライン等で別途お知らせします。

３月２２日（日）開会10:00～
会 場 生長の家長野県教化部

信濃一日見真会


